
（５）一時預かり事業 
 

 

・普段、家庭において就学前児童を保育している保護者の病気時の対応や育児疲れ解消等を

目的に一時的に保育を行います。 

・量の見込みは、「一時預かり事業（幼稚園における在園児を対象とした一時預かり［預か

り保育］）」と「一時預かり事業（その他）」に分けて算出することとされています。 

 

１）一時預かり事業（幼稚園における在園児を対象とした一時預かり［預かり保育］） 

 

 

・幼稚園在園児を対象とした一時預かり事業です。 

・預かり保育は、令和元年度現在、幼稚園1箇所、認定こども園1箇所で実施しています。 

 

施設名 備考 

若宮幼稚園 預かり保育は週５日まで利用可能 

宮若さくらこども園 預かり保育は週５日まで利用可能 

 

  

【事業内容】 

【事業内容】 

資料② 



 

【量の見込みと確保の内容】 

 

平 成 
30 年度 

（2018 年度） 
（実績） 

令 和 
2 年度 

（2020 年度） 

令 和 
3 年度 

（2021 年度） 

令 和 
4 年度 

（2022 年度） 

令 和 
5 年度 

（2023 年度） 

令 和 
6 年度 

（2024 年度） 

①量の見込み 181 530 508 483 475 470 

 １号認定による 

利用 
181 530 508 483 475 470 

 ２号認定による 

利用 
－ － － － － － 

②確保の内容 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200 

 一時預かり事業

（幼稚園Ⅰ型） 
2,200 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200 

上記以外（私学助成

（預かり保育推進事

業）による預かり保育、

幼稚園における長時間

預かり保育運営費新事

業による３～５歳児の

受入れ等） 

－ － － － － － 

過不足（②－①） 2,019 1,670 1,692 1,717 1,725 1,730 

量の確保方策 

・ニーズが高い状況ですが、保育の必要性のある方以外のニーズが高い状況

です。 

・平成 30 年度は新制度に移行した私立幼稚園へ通園する園児のうち、一時

預かり事業を利用した園児はいません。 

・令和 2年度より、若宮幼稚園における預かり保育を週 5日まで拡充します。 

（確保の内容：算出根拠） 

 市内幼稚園：10 人（1日あたり）×5日×4 週間×11 ヶ月＝ 2,200 人 

・平成 30 年 4 月に宮若東中学校区の 3 歳児教育を実施したさくら幼児園利

用者の預かり保育の需要は 10 人程度でした。平成 31 年 4月に開園した市

内の民間認定こども園の預かり保育は、現在、1 月あたり延べ日数が、10

人程度となっています。 

・今後、幼稚園の無償化に伴い、幼稚園Ｉ型（市外）及びそれ以外の実態の

把握が想定された場合、実態に即した見直しを行うことも検討します。 

※「①量の見込み」の平成 30 年度（実績）は、市内の公立幼稚園のみの実績値です。 

 

 

（単位：人日） 


